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460 防災峅 究者 の 書 棚
・一

私 の 学 び 論 そ れ を 支え た 書一

　現役の 災害研究者に推薦す る図書

　高橋裕著 ：都市と水，岩波新書，1988

　第t 次大戦後 の都市の変貌は，人問と水 との 関

係 を大 き く変え た 。 人 と水 の 共存を図るため，現

状 を見据え，提言をして い る 。 同 じ著者 に 「国
．L

の 変貌と水害」（1971．岩波新 書）があ る。

　若手研 究者が参考書 とす べ き図書

　東京大学新聞研究所編 ：災害と情報、東京大学

出版会．1986

　災害と情報に つ い て ，綿織 的な取組 を若 い 研究

者 （廣井脩先生，三 上俊司先生 ，橋本良明先生他）

が まとめ た 本 。 防災，減災 に若 い 研究者が 育つ こ

と を 願 っ て い る。

高橋 氏 の 推薦図書

・高橋　裕 ： 都市と水，岩波新書，1988．
・高橋　裕 ： 国土 の 変貌 と水害，岩波 新 書，1971，
・東京大学新聞研 究 所編 ： 災害 と情報，東京大学

　出版会，1986．
災 害報道 の 新聞切 り抜 きフ ァ イ ル

　調企資料，文献，新聞記事を整 理 して ，製本 して

い る、，写真 は 雲 仙普賢岳 の 火 山 災害の 報 道 記 事 の 製

本 。 朝 日新 聞，島原新聞，長 崎新 聞，西 凵本新聞，
毎 日新 聞．読売新 聞の 関連記事が 平成 2 年 か ら17年
まで まとめ られて い る。現在 フ ァ イ リ ン グ作業中 。

1，12　災害現場 を読み，記録 に残す

　　　　　　　　　　　　　　　宮島　昌克
“

　「災害や防災を何で如何に学ん だらよい か」とい

う課題 をい た だい た 。「災害bJi究 は 現場 で 学 ぶ 」こ

れが私の 回答で ある 。 多くの 方が同意 され る と思

うが 私の 思 い を以下 に述 べ た い ，，

　私が 初め て 地震被 害調査 の た め に 災害現場に 足

を踏み 入れ た の は 1983年 日本海 中部地震 の ときで

ある 。 日本 海沿岸 部 を津波 が 襲 い 津波に よ っ て

100名の 人命が失 われた。津波 とい えば三 陸海岸

を襲 っ た津波が有名で，凵本海側 で は津波 は起 こ

らない とい う，い わ ゆ る安全神話があ っ た と い う

￥
金 沢大学 自然科学研 究科

こ と もあ り，連 口，マ ス コ ミは津波被害を報道し

て い た 。 しか し，現地 に 足 を運 ぶ と大規模 な液状

化が発生 して お り，ガ ス ，水道な ど の ラ イフ ラ イ

ン は壊滅状態で ，市民生活に大きな支障を与えて

い た。こ の と き，現地 に 入 り自分 の 目で 実情 を見

なけれ ば正確な情報は得 られ ない と強 く思 っ た。

こ の 地震を契機 と して 液状化地盤 の 側方流動に関

す る 研究が濱 円政則教授 （早稲 田 大学）を中心 に

精力的 に 始 め られた 。 当然 の こ とで はあ る が ，液

状化地盤 の 側方流動は こ の 地震以 前か ら起こ っ て

い た。こ の 地震 を契機 に，1964年新潟地震や 1948

年福井地震の資料に まで 遡 っ て．当時発生 して い

た 液状 化 地 盤 の 側 方流 動 が 定量 的 に 明 らか に され

た 。 2004年新潟県 中越地震 に お い て 注 目された 下

水マ ン ホ ー
ル の 浮上 に つ い て も同様で ある 。 詳細
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　Natural 　Dlsaster 　Solenoe

L
／　

1 暫i1 　ノ　ノ〜NDS ズう4 　［lo（1〆

なS
，
il トlle　 〕し　、  1

／
彡勹ノ暖な　」 ‘ 　　〆  ／シ・あ ’jbli 　［司

1べ
r 丿現 ぢ丶7）　tS　1（｝Q ！

ノ

1 毎lllFJfili　ftl　i♂　i−jtJ！tl　に’毎 L罫k み

rロ 臨 し 、扇
11
喀

1
偽
’
！   L1

厂一ノ　 vlJ 　 IF「請 i・　
’f）

ヨ壕「丞ls
．
ろ 〕　

し
v 　，　

s’
レ 　

厂1」1与E ［ば Pt夷 土イ ノし ぼ／　「 　弐

t か ・’．一　k ｝
h ［脂 ガ る 　！ge4f， ；II翫 畉 丶

・1983

・f 、 卩・勘 甲 評1、1生志 、｛〕 い く ，か の ；耶い 舅 、 れ る

か 鳥　 ・｝　F，
Xi ・

勺 、ご 。fk 刀  た 　 r」 − 7 ル も

・L叫 矧
’P 二」勺 F「ミト’t1 灯 r像

『
、あ ろ L屏択 ≦

イけ

　 　 　 　 〆　 J　 　 ／H　丿　 t め 勹

　　こ ！状 戸 こ　 ［Fl　 T
が 翻 P ノ 「

晒 壁 魁 V「に 気

ド
〕カ

’b
し 、旦工留くへ・曳G

「il月丶　こ　レ v 刊 lllとユ々 丶ユ見蜴 ｛　  メ
＞
iし

ぐ い 〔 「Vi：Tjp ，，）・，n リff　 ’ 」 ，ハ トP麦1勤 明 ら 、
宀P

ド な ・ C 〆 　 孤人の イ」 か 兄 つ か ・f．．　b　 6 る 場 含

，丿ユ
“
A る　　l　

J
＿h，’　L 　　jJl　j〒l　ii，1　TI丶l

　t「　ヘ　 ユ」，
i　1［，tr

厂
）t，FL

、賦 ，Jfl 「〔 ，占 1・し ． ［碍 ド ン婦 こ
三 か ≦ わ め 胡

’S
“

こあ る こ い ノ 祝 ， 凶 　 ， 幺 r
’
）到 江、褞 宀 IJ 踏

一
，［lr、

∴ 、」 卜il鼓   h閥 か 元・か ｝ 偽 1」
1

尻
v

こぽ

関 ゆ 、

．1 ぐ．r，t の ゴ LI占 ・ ．」 い f ”ま
’
1 ・

い 〕
・IP由 「 　 1主報爵 ≒ lr・　rv口 1臨 惣 尹1まLl己 1 か

il成 ざまピ μ
・傾 1・ 々

・あ．di 　 ／tt 　 「
、、己び珥

‘

lrL右・

、 　 峰 「「
， 旧 1［b ・廴の ’い

ノ よ ｝　 パ こ研 管 紹

x ρ ，fiflX：，

畳

r 諺の ｛勾羨　、Lr
」

の 保郁 均 r
！
屮 t

オし ∂

　　イ・題 巧 ，少 L 瑠 ド ー弓　 地 辰
《庚、q 熱 詰 ヘ ノL ん

こ鳥
・

丶  伽 汐 　へ は よい 一い ノ ．ど ぐは 鮎 、

人 、
一へ〕

ゲえレ D ．　 ：　 pJl場 菟 LS、　 Li ・v 　 L

か ・t　’／」 ご あ る 　］1錫
t： 1、冗 み 　。∬ ］、 聾 t 一し ・ ：

‘ 〃弼 ぺ 払 …ゐへ 陀 ；、こ
’

“ L 、 る
1
考 ．且 い

る 　 七見」「tJ肝 ・
を有 　广 侯 　 1腔 渦 果を恥 珪 ，め

、 ／ 　 b ご投稿 i ご も 　 ，諏 ． JL ぐ　 1「乏

1
｛

，

1
ρ ろ の 、脂 飼 IC に 1、ri 畆 口 くな く

　レ ー
・ う r　き」1尋｛　か丶 サ　こ tLLヒド　彳」 二渦 査：t　L　　l「乏評

　　  c ｝　 め ・
肩 分な ，Tf幅 ・t4　 t ，ノ，t い り 「

の   ゆ る 　効 ξか ・t　1． 1   ，イ1 ） ＞
1

を堪

ザ ノヂ と か ゐ ．） ×
＝
　 ，
11Mrr［乏∴ の か 翫 1御 ム rl

’

1LL 亅　　μ i怠†tを 1ロノ）く｝ず1イ隆〆プ プハ 丶　きノ〜、　k ・ん
丶≧轡 ）

　　　り，
‘
肺 丿け嗜 の 刮戸11P’い ・ ⊥ 靼 か ， ／ポま ｝，fl

れ の 、　木題 に 人
タ 〕 田許 の †メ1 ヒ

〜 　 ハ 凶

の lelig・，，V ・ 趣 1 ・Ill冶
“
げ 1隗 　1 に ・り L 　lトわ   ド

移勤 式志柴・
上 購 人 「 tt 一誓棚

・
し 　 1 期 気 7广い

う　 合   は 臣 員 あ ノ 塀 ・UL　fk　，

1　
riai ず

・
L
「1碧 しノこ

IOI

r

呉｛1
二 jtil」 L

丶　と　←之’　　   ？「｛1− 」N丿 丶 ｛／甘fコ　ザ る 辷

レ
も 1＿　各 二 llJ　l丶V ノ、

「
广　 io叡 ブ・り づ心卩　丶 1し

P
＿ア店

；、】
II
［1
帽 浸

’＋
恵和 ノ11．k パ い り 　

J
「き

〜

ξ・「1
 

i，・ ド も喚 ・る h 　 鴫
・ 理 ・、A ・．L亅i” し な Oa   」

な」t か 　揺 ｛
’
な か ま   ぐ こ ｝ ∵ ＼ ぐい な．の

’

P ，舞1子
丶 ＼　シ

丿
〆b

　

　
　

　　 c 　（　　「T（｛、軽び）IJIプn　　∫げ 　と v
・　｝　＿と　 　　駆、ノ）人

a、叶 尢 、” ，誌
’・

　kll、　f，の く吻 か硝介 け い 札

の 研 先の 義 ダ ー 1　
’
J・ kJ、1レjl触 に お レ ） フ で 7

7 イ ・の 争 勁」 L あ 　恢
「
八 　 ，t− J、イ1」謁胆 る 由

「
「h 、

II理味 1イ
し
（、尾、耐 　 中 、elLl 見 W 」

｝ ．1 の
『

砂 廸賂 の 幽
［．化 1jVit　，　 Ll 版 は 椥

［、化聞 ・也区1

弓r）ノ 丶 イフ 喋　
ル

＿LU 匸
　丿

’
　毎 ・t　L 　〜　・） ゴ侍　＿　　「K｛

極
」
II 　 ・− 1倒 1、1［’　IJi　’lsり ．E’　l　 s ； ． ペム 炉 b 套

汐1

皮囚 描   伽 及
厂．珂 彡

／
害　，f’（・

1
、化 ノ 1策 kL 筒 ．・・

馬
ノ　丶

ノ
　3　　 （　　1　　μ　　し＿1」t1叉

∫「、　
、、　オし　L　1

　、　る　び）　丶　tJJ　コ　　菖　　＿　　ヒ丿　丿IL

［ い t．tL 毎μ 此 る 　 ξの 1．
・存1人佃 チ洗 、、 ぐ 1

「玉　　うこレ　＿プ　び）ぞ　　i乏笑uc ）t］11ワ篭＿亅ノLI本 　　丿ち
厂

　fU レ

「，iヒ

iv膚 1 ｝f2 の 、引 を人Ll 以 丿人 れ 、　 囲 轍 人

化r
厂／物迎 と。｛師 k’！x甘kiti 　 G 辱淀

叩
山 反 か 発1」

ご 1「

　Cvltり

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

462

　液状化に伴う側方流動に関して は濱田政則教授と

Tomas　O
’
Rourke教授 （米国 コ ーネル 大学）が 中心

とな り，日米共同研究で 過去 の 地震被害資料を精査

し液状化に伴 う側方流動 とラ イ フ ラ イ ン の 被害事例

を地盤情報も含め て取 りまとめ た 「Case　Studics　of

Liquefaction　and 　Lifclinc　Performance　During

Past　Earthquakes 」（Technical　Report　NCEER −92−

001，0002）がある。また，発刊 後に発生 した兵庫

県南部地震に お ける事例 に つ い て は，「1995年兵

庫県南部 地 震 　液状化 ，地 盤変位 及 び 地 盤条件」

（（財）地震予知総合研究振興会）に詳細 に取 りま

と め られ て い る 。 こ れ らは 液状化に伴 う側方流動

を研究する ときの 貴重 な資料 で ある。将来，液状

化に伴う側方流動に つ い て 新たな視点や 問題点が

生 じ た場合に は こ れ ら の資料が 有効に 用 い ら れ る

もの と期待され る 。

　 ラ イ フ ラ イ ン に 関 し て は，対象 が ガ ス ，水 道 ，

電気，通信 と多岐にわ た る の で それ らを 1冊 に ま

とめた良書 はなか なか見あ たらなか っ たが，高 田

至郎教授 （神戸 大学）が 「ラ イ フ ラ イ ン 地震工学」

（共立 出版 ）を刊行 した。ラ イ フ ラ イ ン解析の ため

の 地盤振動 地震応答解析法か ら各種ラ イ フ ラ イ

ン の 防災対策 まで ，どちらか とい うとハ ー
ド面に

重点をお い て 広範囲に取 りま と め られて い る 。 そ

の 後，故久保慶 三 郎先生，篠塚正宣教授 （米国 カ

リフ ォ ル ニ ア 大学 ア
ーバ イ ン 校 〉が 中心 とな っ て

編集 し，京都大学学術 出版会か ら発刊 された 「地

震 と都市 ラ イ フ ラ イ ン　 シ ス テ ム の 診断 と復 旧」

で は，さらに詳細に各種ライ フ ライ ン の 耐震診断

と復旧が 述 べ られ て い る 。 さ ら に ，地震動の モ ニ

タリ ン グ と シ ス テ ム 制御 とい っ た最新 の 知見 も紹

介 されて お り，ラ イ フ ラ イ ン 全般を学 ぶ ため の良

書で ある と考え られ る。ラ イ フ ラ イ ン 施設 の多 く

は 地 中埋設管か ら構成さ れ て い る の で ，ラ イ フ ラ

イン の 地震被害を考え る とき地中埋設管の 挙動 に つ

い て 学 ぶ こ とが重要 で あ る 。 地中埋設管の 地震時挙

動だ けに 的を絞 っ た 図書と して Michael　 O
’
Rourke

教授 （米国 レ ン セ ラ
ー工 科大学） らが取 りま とめ た

「Response　of　Buried　Pipelines　Subjected　to

防災研 究者の 書棚一私の 学 び 論・
そ れ を支 えた 書一

Earthquake　Effects」（Monograph　Series　3，　MCEER ）

が ある 。 地 中埋設管に対する外力を地震波動 と地

盤変状に分類 し，地盤変状 として 地盤 の 液状化 と

それ に伴 う永久変形 だけで はな く，断層変位 や 斜

面崩壊 に つ い て も最近 の 研究成果 を紹 介 し なが ら

論 じて い る 。 また ，断層を横切る 地 中埋設管の被

害事例集 に つ い て は 1999年に発生 した 台湾集集地

震 の 事例 を中心に高 田至郎教授 に よ っ て 「断層 を

横断する パ イプ ラ イ ン の 被害写真集　〜最近 の 地

震 災害 分 析 〜」 （水道産業新 聞社）に 取 りまとめ

られ て い る 。 わ が 国 で は まだ経験 して い な い 事例

を取 りま とめ た もの で あ り貴重 で あ る 。 液状化 に

伴 う側方流動 の 事例 集 と 同様 に後世 の 研 究者 に

よ っ て 利用 され る 可能性の あ る 価値の 高 い 文献だ

と考え ら れ る。

　災害先進国とい わ れ る わ が 国の 災害研究の 歴史

は 古 い も の の ，自 然営力 の 種類 も 被災対 象 も多

く，系統立 て て 学ぶ た め の 教材を求め る の は難 し

い 。 私 も地震災害を対象にそ の ほんの
一

断面 を垣

間見て 研究 を進め て きた に 過 ぎない 。非常 に 限 ら

れた分野 の文献紹介 とな っ て しま い 恐縮 で あ る

が ，関心 の あ る方の 参考とな っ た な ら ば望外の 幸

せ で ある 。

宮島氏 の 推薦図書

・吉見吉昭 ：砂 地 盤 の 液状 化，技報堂 出 版．
。　Case　 StuClies　 of 　Liquefaction　 and 　 Lifeline

　Performance　 During　Past　 Eartlquakes，Technical

　Report　NCEER −92−001，0002．
・ 濱田 政 則

・
他 ：1995年兵庫県南 部 地 震　液状，

　地盤変位及び地盤条件，（財）地震予知総合研究

　振興会．
・ 高田至 郎 ： ラ イ フ ラ イ ン 地 震 工 学，共立 出 版．
・ 久 保 慶 三 郎 ・篠塚 正 宣 編 ： 地 震 と 都市 ラ イ フ ラ

　イ ン　 シ ス テ ム の 診断 と復旧，京都大学学術 出

　版会．
。Michael　 O

’
Rourke・他 ： Response　 of　 Buried

　Pipelines　 Subjectcd　 to　 Earthquake　 Effects
，

　Monograph 　Series　3
，
　MCEER ．

・ 高 田 至 郎 二 断 層 を横 断 す る パ イ プ ラ イ ン の 被害

　写真集　〜最近 の 地震災害分析〜，水道産業新

　聞社．
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